
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          この度、「うずしお生活学校」の 

みなさまが、これまでの功績を讃え 

られ、県知事表彰である「ひょうご 

県民ボランタリー活動賞」を受賞さ 

れました。 

 「うずしお生活学校」は 30年以上にわたり、施設で

の喫茶ボランティアや見守り訪問など、幅広く活動をさ

れています。現在は、公民館で毎週 

行われている集いの場の運営ボラン 

ティアを中心に活躍されています。 

 コロナでボランティア活動の形が 

変わっていく今、その時代に応じて 

『自分たちができること』に取り組 

まれている姿はとても素敵です。 

これからもご活躍を期待しています。 

   

 

 

「にほんごさーくる淡路」は淡路島在住の外国の 

方に日常生活に必要な日本語を教えるボランティア 

グループです。市内では毎週木曜日、緑教室を開催し 

ています。最近では、淡路島で働いている外国の方も 

増え、現在はアメリカ、カナダ、モンゴル、フィリピ 

ンなど様々な国の方が日本語を学んでいます。 

 「にほんごさーくる淡路」では、一緒に活動 

してくださるボランティアさんを募集していま 

す。外国人と国際交流を深めながら楽しくボラ 

ンティア活動をしてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

興味のある方は「領五（りょうご）080-5638-0542」まで。 

みなさん、よいお年を 

お迎えくださいね♪ 

活動場所：広田地区公民館 ２階（南あわじ市広田広田 1057-1） 

活動日時：毎週木曜日（第５週目は休み） １３時～１５時（１回 60分） 

 

折り紙や広告、包装紙で折った三角形をつないで作られた船の置物。どこかで見かけた
ことはありませんか？実は南あわじ市の９０才超の西岡さんとおっしゃるご婦人が作られ
た作品です。以前からたくさん作られており、みなさん 
にたくさんお分けされています。それは市内のみならず、 
淡路島全土に、遠くは明石海峡も渡っていったそうです。 
「これつくってみよう」とふれあいいきいきサロンにも 
広がっています。船でつながれ地域の輪！ 

 

外国語が話せなくてもOK！ 

可能な日程だけでもOK！ 

にほんごさーくる淡路 

支援ボランティア募集 

mailto:nfo@minamiawaji-shakyo.or.jp
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伊加利地区は、地域の方が朝「元気だよー」ということを周りの人に知

らせるため、玄関にお決まりの黄色い旗を立てる「しあわせの黄色い旗運

動」をされています。また、「みまもり安心カード」も全世帯に配布して

います。これは、いざという時のスムーズな救護ができるよう、筒状のも

のに個人の情報を入れ、自宅冷蔵庫に入れることになっています。様々な

活動を通して、つながりあうことへの対策を色々と考えられている地域で

す。 

２年前、せいだん支部運営委員会の研修で行われた「支え合い（防災）

マップ作り」がきっかけとなり、伊加利地区においても「地区ごとに作っ

てみたい！」という声が挙がり、11 月 17 日伊加利地区公民館の体育館

で、支え合い（防災）マップづくりが行われました。自治会ごとに分けら

れた地図の上に、一人暮らしの方、空き家、気になる世帯など、シールを

貼り示し、危険個所や避難場所などの確認などをしてみんなで地域を再認

識できる方法です。「こんなことがないとわからなかった」「みんなで作

業をすることで各家の事情も分かった」「見守りに対して再認識をした」

など自分たちの住んでいる地域を地図で見ることによって改めて認識を深

められました。 

 

 

伊加利地区  

「しあわせの黄色い旗運動」互近所推進（見守り）委員説明会 


